
記審払恕轟相島帝を韓礪忠を博す
0市議会に通るとは予想しなかった。実際に家庭に配布されて、初
めて菅の畳み喜実感した弱受箆でも滞在ことと思うので、帝相馬
市を誇りに思います。く原町区・浜名敵性さん）
○昭和40年代、「靡野市潜法を守る会」が好憲法卦の冊子を山田

貫市長時代に実現させたことを懐かしく思い出します。今回南相

馬市議会は、改寮を慧監慧保守自民系も童顔鵬教で、畢世紀ぶり

に「帝法」受文を各戸に配布し課したQ冊子冒頭に「私たちの生

嘩再建のだめ、「日本昏漕法．J賓読もう」との市長メッセ柵労が
掲げられ、普段は政争の激し′い故郷の政界飢餓難な状況でよく

是認温題≡驚苧豊　毒表壷遠妄壷遍議高遠嘉議義酎こ点茶離搬
旧原町市による発行以　0両相馬市当局が発行して全戸に配布した覇に、市の広報の5・6

黒も2度閂の発行です0　・7月鷲にも、何鉛説明毛ない苺市が発行した趣旨は何なのか、

きちんと市矧こ伝渡る彗聾鷲宮尊　宅紳嵩区静帝展き

鳩轟砲車瀾響悪鬼鈎恩噌鮎雷曙費鮎緋約番兼帯即事等
〇円　賽本　番審法　離欄菩提も観が養親轟碍総務常任委県会で審査。何故尊敬の凱市長挨

拶を呆れ愚の潜等の累壁があ堕渡し監がも執行部ぬ囁認穏賓奔監愛鷹ヤ敦で闇決護れ、
漸く全市民（黛勘に事威されまし監九条の蓋の皆盛んの陳情曹ら始まり、出来上が
ってみると、内容は分かっていても、皆さんの思いがこ患っているようで、なぜか愛お
しささ尭覚濃密晋啓必ずまけンこ嵐れ鶴帝Jて慄晋伊　南相馬帝審議・羽用崗一書ん）

尊　　　　　　　　や　　　　　　　　　◎

く帯務局より＞・0鮮卑浸き引こ帝講会に陳情し、「趣旨採択」になり、寧年5月に全市全世
帯への帽賽昏暦法　冊芋が配布番組も感激』等狛蔑官尊来襲鰯でÅ権が競るに護れ、
政府自らにより簿法が蔑郵こされている撃こ常、寮法を読み返してみたいものです。
0細部市民か亀鑑も　配布は無駄　藍憎静態あるよ慧警官軌　療法臥権力者の横暴
から国民を守るもの」という「立番豊麗」を、しっかり感認しだいものです。

鴨隣租に加入していな、市民、転入された動乱市役所庫庁1階齢総合案内所、

審餌ま本庁護衛の線審帯電も諸日本国憲法旛糞抒教養這藍が習蓉奮す¢



l虹284
辞r神隠しきれた軌などで50年薬、＜棲発電＞の不条理を訴える

巨盤套産室→　　　、■㌧毎 夏二重垂匡±星空越 守書 き専巧蒔軌 香箱
番頭帝翫 醇大審敏文衰顧き右叩爾 ‾▼‾衝 ‾爾再甫二‾竃テレビ6 線1 2 冒 昭 ）一年前5 時幻
（再放送18日（土）牛後1時から）、聞番手詩人ア柵サー・ピナ鵬ドさんとの1時間対談番組が放

映されました。●ご覧になった会員さんから、「若松さんが詩作を始めだきっ訓丁もよく分かり、
詩の拇介もあっていい番組でした。作品集を読んでみようと思います」との声が届いています。

鶴の紳部・要
宅テレきめ＞南相馬市北覿海輝の凰爵汐愚言寄魔
轟んがrみなみ鼠聴く臼j喜作慧監のは、竃厳原
先番故の19時窮の己と飽　静夫の哲に怯磯魔が
見えていたかのようでした。若松さんは岩手県
奥州確生まれ、竃亀兼を寧楽し高校の蔑語教師
馨勧め、静曹蜜続澤等審課し藍。
くどトドさん＞若松さんの原体験は？　　　、
く薯松さん＞1945年終戦の時私は10歳で、榊
攣校で教科番爵F霧曲り」が原体験です¢　聾ま
で正しいと言っていた人が、墨ぬりをさせる血
子どもでも納得できず、そんな人に
はなりたくないと思いましたn
まだ中学生の時、出征しだ叔父が
残し監甘ツ慧鞠紗昏∴怠学光晴の詩
集に出会い、許鮫鰯の官爵の詩「お慧
とせい」にショック賽囁けました柑　皆同じ汚職
を見ているオットセイですが、ただ■＝匹辰摘献腎
向を見ているオットセイもいて、ああこういう
生審方をしてもいいんだなた思いました蒔
くビトドさん＞1971時福島頗発が稼働の時、
仙台の新聞に未醇町ルポを寄稿していますが。
く曹挺重ん》原発を魔攣し、繁嚢電力がなぜ乗
北に作るのか、原発も人間も怪物だとどうしよ
うもない遵和感や、文明の崩壊を招く岬つの大
きな掌寓になるだ番うと感じ託し監尊

口6月30日の『朝日新聞』「はが蕃通信」には、

▲テレビ画面のビナードさんと若松丈大畑さん。

若松重ん昭感電ですが∴左半の茶だふすめよに

は、5即二市が念芦に酎した『日本国憲法』

冊草が大切に飾られていました。
培捗専痴訝静鎗浄昏日韓敏のチ吏地謡ヌザ刃聾野
間し、冒の前の現寮と17年敏の福嶺を予見しだ

かのようなr神隠しされた街」を飛乗しましだ。
宅たす争ヰ敬老み＞寮短観、相馬市侶酪贋蜜め自殺か
ら、農民肇諜厳密の悲惨審驚思♭膵抄とのあかLj
蜜溶かれ、私が賽訳し共著で出版しました。
宅曹繚きん浄原発夢故習畢者の静態が起き、前に
党紀風景が等商相馬市でも繰り返されています。
原発絵綾の鰹代に竃来賓な課題夜機転、自分だ塾
の文明はどうなっていくのかと不渡です。

「この番組を見られて、何という寧運でしょう！
誰も住まなくなった福島の映像に重なり、心に染みました¢「ひとの轟かし」を寄った負債を
だれが払雪のでしょう凱目薬京都尊董婦場74歳　とい曹感想亀掲載萎れ等齢蔑』監邸

◎坪醇恥艶麗窮帝劇農を亀啓鰭管啓⑮

0詩集『我の轟感服疇1年鱒自家版静福島県窯攣寮費寮

0詩集　海別まう才も　瀬のほうから狛9昏7琴・花韓寵饅福留迂究審受寅
0　員本現代詩窯藤貰鵬③若松栗東頗静轟狛996琴欝豊曜葉蘭社出版販売
0詩集軋ヽくつもの川があって』2000年・花神社・福盛民報出版文化寮受賞

○詩集『年賀状詩集』2001年・自家版
○『イメ鵬撃のなかの都市　群酵集成瑠』誹2時欄SYL社

軍≡警漂慧逮捕膨伊㌦　　岬

0詩集『越境する霧』2004年・弦薔蒔　C潮熱‡閣鵜むこうと由抑こちら』2007年・自家版

○詩集『北緯節度苫5分の風とカナリア感謝瑠碑穆張番蒔・￥望式Ⅹ滑車税
○『福島原発難民遥2011年・コ馳飽智慧夕社鑓削，重義潜幸税

◎ア鋤曹嘲ゼ声ド英訳・共著詩集　ひとの轟かし遥202琴麟潜流出版さ革製700＋税

◎　福島嬢果棄民』2封2時工卜贈婚社鶴等月蹴苺幸税　加藤登乾草神隠し登れた衝のGD付き

◎ヨァ贈撃ク静窯藤野若松先太助辞選集悶昏肯』望0摘琴鯵ヨ輌拙守ツタ社曹削惑〇〇十税
この本が、≡名の方の解説文で作品がよく理解で番、鵬番のお薦めかと思います。

◎詩集紆わが未地点、ああ　204年・土曜葉衛社出版販売♯￥鼠3∈沿車種　　　　　タ
遥㍗疇一嶋．細れ－、

□若松さんの作品について、本会輔の払165・174・196も203・212・・239・259でも
紹介しています。インターネットr鮮卑専守九泉偽金j検索・r会報誌」でご覧になれます。


